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ある為にLagrangian密度に含まれているパラメータ aj(i = 1，2，3，4，5，6)が満足すべき条件として、 2つの
ケー ス、 [1]および [2Jを得、それぞれの場合、 Lorentzゲージ場のへリシティ・パリティ 1-，l'の伝播
するモードが存在することを示した。第4章においては、 Lagrangian密度においてパラメーター aiをそ
れらのある線型結合である aiに置き換えて得られるLagrangian密度で記述される理論との間にある種の
「双対性」があることを示し、量子論的解析として、 4脚場および、Lorentzゲージ場の伝播関数を求め、 4
脚場の伝播関数はゴーストを含まず、ヘリシティ・バリティ 2'のノーマルモードが存在すること、パラメー
ターが満足する条件によって分類される 4つのケース[1a]、[lb]、[2a]、[2b]については、理論はゴース
トを含まずノーマルモードをもつことを示した。 [1記、 [1b]におけるノーマルモードのヘリシティ・ノfリ
ティは共に1ーであり、 [2a]、[2b]におけるノーマルモードのヘリシティ・パリティは共に1・である。 [la]
と[1b]を合わせたもの、 [2a]、[2bJを合わせたものがそれぞれ、「古典的解析」の場合におけるケース[1]、
[2Jであり、また、 [1aJと[2a]、[1bJと[2b]とが「互いに双対」の関係にある。「占典的解析Jの結果と
「量子論的解折」の結果は調和している。
この論文は、標題の課題に対する基本的な結果を与えており、この分野の発展に入、きく寄与するものと
考えられる。よって、本論文の著者は博士(理学)の学位を授与されるに値するものと審任した。
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